
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

PE5-8108/PE5-8208 

8ポート 1U Metered eco PDU  

ユーザーマニュアル 

本書 日本語マニュアルについて 

 

この日本語マニュアルはATEN International Co., Ltdが作成している英語版

ユーザーマニュアルを、日本国内のお客様が製品をご使用になる上での便宜

を図るため、ATENジャパン株式会社にて機械翻訳ベースで作成したドキュメ

ントです。用語・表現等は公開前に人為的な修正を加えておりますが、若干の

表記ゆれなどが残っている可能性がございますので、ご理解願います。 

製品の取扱説明書としての整合性は英語版ユーザーマニュアルに準ずるも

のですが、万が一内容に不備・誤り等がございましたら、誠にお手数ですが、

ATENジャパン株式会社までお問い合わせくださいますよう、お願い申し上げ

ます。 

 なお、本製品シリーズのうち、型番の末尾に「G」がついたモデルは欧州向け

製品であるため、日本国内での取り扱いはございません。 
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適合性に関する宣言 

連邦通信委員会(FEDERAL COMMUNICATIONS COMMISSION 

INTERFERENCE STATEMENT) 

本製品は、FCC(連邦通信委員会)規則のPart15に準拠したデジタル装置

Class Aの制限事項を満たして設計され、検査されています。この制限事項

は、商業目的の使用において、有害な障害が発生しないよう、基準に沿った保

護を提供するためのものです。この操作マニュアルに従わずに使用した場合、

本製品から発生するラジオ周波数により、他の通信機器に影響を与える可能

性があります。また、本製品を一般住宅地域で使用した場合、有害な電波障

害を引き起こす可能性もあります。その際には、ユーザーご自身の負担で、そ

の障害を取り除いてください。 

本製品は、FCC(米国連邦通信委員会)規則のPart15に準拠しています。動

作は次の2つの条件を前提としています。(1)このデバイスが有害な干渉を引き

起こさないこと、(2)このデバイスが、予想外の動作を引き起こす可能性のある

干渉を含め、すべての干渉を受け入れなければならないこと。 

FCCによる注意事項 

本コンプライアンスに対する責任者による明確な承認を得ていない変更また

は改良を行った場合は、ユーザーの本装置を操作する権利を無効とします。 

警告 

この装置を居住地域で使用すると、電波干渉を引き起こす可能性がありま

す。 

 

 

注意： 

ULリストに記載された互換性のあるモデルは次のとおりです。 

PE5108A、PE5108B、PE5208A、PE5208B、PE6108A、PE6108B、 

PE6208A、PE6208B、PE7108A、PE7108B、PE7208A、PE7208B、 

PE8108A、PE8108B、PE8208A、PE8208B 
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カナダ産業省による宣言 

Class Aの本デジタル装置はカナダのICES-003に準拠しています。 

 

 

VCCIに関する宣言 

 

RoHS 

本製品は『電気・電子機器に含まれる特定有害物質の使用制限に関する

欧州議会及び理事会指令』、通称RoHS指令に準拠しております。 

 

 

PEデバイスの安全に関する注意事項 

 

 建物回路の最大許容ブレーカー保護を、銘板に記載されている電流定格に設

定してください。ブレーカーについては、国内におけるすべての規制および安全

規定を確認すると同時に、製品性能がシステム要件を満たすかについても確認

を行ってください。 

 PEデバイスは、アースされた電源アウトレットまたはアースされたシステムにの

み接続してください。 

 接続されたシステムの電流入力の合計が、PEデバイスの銘板に記載された定

格電流を超えないようにしてください。 

 不適切なタイプのバッテリーに交換された場合、爆発する危険性があります。使

用済のバッテリーは、関連する指示に従って処分してください。 
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ユーザー情報 

 

ユーザーの皆様へ 

このマニュアルに記載されているすべての情報、ドキュメント、および仕様

は、製造元から事前に通知されることなく変更される場合があります。製造業

者は、本契約の内容に関して、明示的または黙示的に表明または保証を行わ

ず、特定の目的のための商業性または適合性に関するいかなる保証も特に放

棄します。このマニュアルに記載されている製造元のソフトウェアは、そのまま

販売またはライセンスを受けています。購入後にプログラムに欠陥があること

が判明した場合、購入者(メーカー、代理店、または販売店は除く)が、必要なす

べてのサービス、修理、およびソフトウェアの欠陥に起因する付随的または派

生的損害の全費用を負担するものとします。 

このシステムの製造業者は、この装置に対する許可されていない変更によっ

て引き起こされる無線および/またはTV干渉の責任を負いません。このような

干渉を訂正することは、ユーザーの責任です。 

製造業者は、動作前に正しい電圧設定が選択されていない場合には、この

システムの動作において被るいかなる損害に対しても責任を負いません。使用

前に電圧設定が正しいことを確認してください。 

本製品の取扱説明書に記載されている指示に従って本製品を設置しなかっ

た場合、または本製品の設計仕様を超える電流負荷がかかる環境で使用され

た場合、本製品の操作に関して人身傷害または物的損害が発生した場合、

ATENはいかなる損害に対しても責任を負いません。 
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同梱品 

すべてのアイテムが正常に動作していることを確認してください。問題が発生

した場合は、販売店にお問い合わせください。 

eco PDUの標準パッケージは、以下のアイテムで構成されています： 

 PE5108/PE5208/PE6108/PE6208/PE7108/PE7208/PE8108/ 

PE8208 配電ユニット×1 

 電源ケーブル×1 

 マウントキット×1 

 ソフトウェアCD×1 

 クイックスタートガイド*×1 

 

* 本書の公開後に、eco PDUに機能が追加される場合があります。

最新版は弊社Webサイトにアクセスしてご確認ください。 
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本マニュアルについて 

このユーザーマニュアルは、お使いのeco PDUの使用法について説明して

おり、配電ユニットの取り付け・セットアップ方法、操作方法に関するすべての

情報を提供しています。 

このマニュアルの対象となるeco PDUモデルは次のとおりです： 
 

型番 

PE5108 15A/10A 8ポート 1U Metered eco PDU 

PE5208 20A/16A 8ポート 1U Metered eco PDU 

PE6108 15A/10A 8ポート 1U Metered & Switched eco PDU 

PE6208 20A/16A 8ポート 1U Metered & Switched eco PDU 

PE7108 15A/10A 8ポート 1U Outlet-Metered eco PDU 

PE7208 20A/16A 8ポート 1U Outlet-Metered eco PDU 

PE8108 15A/10A 8ポート 1U Outlet-Metered & Switched eco PDU 

PE8208 20A/16A 8ポート 1U Outlet-Metered & Switched eco PDU 

 

マニュアルは下記のとおりに構成されています。 

 

第1章 はじめに：eco PDUの目的、機能、利点、およびフロントパネルとリア

パネルにおける各部名称について説明します。 

第2章 ハードウェアのセットアップ：eco PDUをセットアップするための作業

について順を追って説明します。 

第3章 基本操作と初期設定：eco PDUの基本操作と初期設定に必要な設

定について説明します。 

第4章 ブラウザー操作：Webブラウザーからリモートでeco PDUにログイン

する方法と、eco PDUが提供する各種機能について説明します。 

付録：eco PDUに関する仕様およびその他の技術情報を提供します。 

 
  



 

2  

 

注意： 

 製品本体や接続機器が破損しないように、必ず、本マニュアルに記載

されている内容に従ってセットアップや操作を行うようにしてください。 

 本書の公開後に、製品の機能や特長が追加・改良・削除されること

で、アップデートされる場合があります。最新の取扱説明書について

は、http://www.aten.com/global/en/をご覧ください。 
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マニュアル表記について 

このマニュアルでは、次の規則を使用します。 

 

[ ] 押すべきキーを示します。入力するキーを示します。例えば[Enter]は

Enterキーを押します。複数のキーを同時に押す場合は、[Ctrl + Alt]

のように表記してあります。 

1. 番号が付けられている場合は、番号に従って操作を行ってください。 

♦ ◆印は情報を示しますが、作業の手順を意味するものではありません。 

>  矢印は操作の手順を示します。矢印は操作の手順を示します。例えば「ス

タート」→「実行」は「スタート」メニューを開き、「実行」を選択することを意味

します。 

重要な情報を示しています。 
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第1章 

はじめに 

 

概要 

ATEN PE5108/PE5208/PE6108/PE6208/PE7108/PE7208/ 

PE8108/PE8208 eco PDUは、便利で効率的なデータの電力使用管理ができ

るよう、8ポートのACアウトレットを収容したインテリジェントPDUです。各種

IECまたはNEMAアウトレットのラインナップをご用意しております。 

データセンターのIT機器（サーバー、ストレージシステム、KVMスイッチ、ネ

ットワークデバイス、シリアルデータデバイスなど）に対して、セキュアで集中

型のインテリジェントな電源管理（電源ON、OFF、切断後再投入）を提供する

とともに、データセンターの環境状態をセンサー*経由で監視する機能も備え

ています。各機種の基本機能の概要はp.6の表に記載されています。 

eco PDUは、リアルタイムの電力測定と組み合わせたリモート電源制御を

提供しているため、ユーザーは、PDUが電源を供給するすべてのデバイスの

電源ステータスを、TCP/IP接続を介して、実質的に任意の場所からPDUデ

バイスまたはアウトレットレベルで制御したり監視したりすることができます。 

また、各アウトレットの電源ステータスを個別に設定することができるた

め、ユーザーは各デバイスのON/OFFを切り替えることができます。また、

eco PDUには、部署や場所によって分離できる包括的な電力分析レポートが

用意されており、リアルタイムで電流、電圧、電力、ワット時を正確に測定で

きます。 

セットアップと操作は、迅速かつ簡単に行えます。必要となる作業は、適切

なポートにケーブルを接続し、直感的な管理ができるように提供されたユー

ザーフレンドリーなWebブラウザーで設定するだけで非常にシンプルです。

eco PDUのファームウェアはネットワーク経由でアップグレード可能であるた

め、ユーザーは、ファームウェアが公開された時に製品ページからアップデ

ートをダウンロードして最新の機能にアップグレードすることで、PDUを更新し
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続けることができます。 

eco PDUは、任意のサードパーティー製SNMP v3マネージャソフトウェアと

eco DC（eco PDU対応 エネルギー&DCIM管理ソフトウェア）をサポートしま

す。eco DCは、複数のデバイスを管理するための簡単な方法を提供し、直感

的でユーザーフレンドリーなGUIを提供します。これにより、PDUデバイスを設

定し、接続されている装置の電源ステータスを監視することができます。 

 

このシリーズのATEN eco PDUには、SNMPトラップやメールによる警告を

通知したりする、ブレーカー警告機能を備えています。この機能は、電気回

路の過負荷によって電力不足に陥った時に、いち早く対応して、サーバーや

他のデバイスを復旧させるのに役立ちます。 

eco PDUは高度なセキュリティー機能を搭載し、操作が簡単なので、複数

のコンピューター設備に対して、最も便利で、信頼性があって、コストパフォ

ーマンスの高いリモート電源管理アクセスを行うことができ、電力をできる限

り効果的な方法で割り当てることができます。 

 

注意： 

センサーはオプション品です。より詳しいエネルギー効率のデータとグラフ

を生成するには、センサー対応のシステムが必要です。センサーをより多く

使用すれば、より正確なデータを作成することができます。詳細について

は、p.10「オプション品」を参照してください。 
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PEシリーズ eco PDU 比較表 

 
 

型番 
電源コード

(IEC C19→) 

 

アウトレット 
モニタリング

レベル 

アンペア数 

ポート単位 合計 

PE5108A NEMA5-15P NEMA5-15R PDU 12A 12A 

PE5108B NEMA6-15P IEC C13 PDU 12A 12A 

PE5108G IEC C14 IEC C13 PDU 10A 10A 

PE5208A NEMA5-20P NEMA5-20R PDU 16A 16A 

PE5208B NEMA6-20P IEC C13/C19 PDU 12A/16A 12A 

PE5208G IEC C20 IEC C13/C19 PDU 10A/16A 16A 

PE6108A NEMA5-15P NEMA5-15R PDU 12A 12A 

PE6108B NEMA6-15P IEC C13 PDU 12A 12A 

PE6108G IEC C14 IEC C13 PDU 10A 10A 

PE6208A NEMA5-20P NEMA5-20R PDU 16A 16A 

PE6208B NEMA6-20P IEC C13/C19 PDU 12A/16A 16A 

PE6208G IEC C20 IEC C13/C19 PDU 10A/16A 16A 

PE7108A NEMA5-15P NEMA5-15R アウトレット 12A 12A 

PE7108B NEMA6-15P IEC C13 アウトレット 12A 12A 

PE7108G IEC C14 IEC C13 アウトレット 10A 10A 

PE7208A NEMA5-20P NEMA5-20R アウトレット 16A 16A 

PE7208B NEMA6-20P IEC C13/C19 アウトレット 12A/16A 16A 

PE7208G IEC C20 IEC C13/C19 アウトレット 10A/16A 16A 

PE8108A NEMA5-15P NEMA5-15R アウトレット 12A 12A 

PE8108B NEMA6-15P IEC C13 アウトレット 12A 12A 

PE8108G IEC C14 IEC C13 アウトレット 10A 10A 

PE8208A NEMA5-20P NEMA5-20R アウトレット 16A 16A 

PE8208B NEMA6-20P IEC C13/C19 アウトレット 12A/16A 16A 

PE8208G IEC C20 IEC C13/C19 アウトレット 10A/16A 16A 

 

注意： 

個々のモデルの詳細仕様については、p.82の仕様を参照してください。 
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特長 

配電 

 リア側に1Uでラックマウントできる省スペース設計 

 IECまたはNEMAアウトレットモデル 

 3桁7セグメントのフロントパネルLEDでPDUやアウトレット単位の電流/IPアド

レスを表示 

 リモートユーザーはブラウザーのWebページでアウトレットの状態を監視可

能 

 セーフシャットダウン対応 

 電源を製品本体と各アウトレットで分離しているため、過電流状態でデバイス

のブレーカーが作動してもユーザーインターフェースにアクセス可能 

 

リモートアクセス 

 TCP/IPと製品内蔵10/100 Ethernetポートを使ったリモート電源制御 

 ネットワークインターフェース - TCP/IP、UDP、HTTP、HTTPS、SSL、SMTP、

DHCP、NTP、DNS、10Base-T/100Base-TX 自動認識、Ping 

 eco PDU 電源管理 ソフトウェア「eco DC」対応 

 SNMP Manager v3対応 

 Telnet対応 

 

操作 

 アウトレットはリモートで個々に電源制御（ON、OFF、切断後再投入）が可能 

 電源投入シーケンス - 正しい順序で機器に電源を投入するために、各ポート

に対して電源投入シーケンスと遅延時間の設定が可能 

 ブラウザーベースのユーザーインターフェースでセットアップや操作が簡単 

 各種ブラウザーに対応（IE、Firefox、Chrome、Safari） 

 RTC対応 - 電源が入っていない間でもタイマーを継続稼働 
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 最大で8名のユーザーと1名のアドミニストレーターのアカウントが作成可能 

 POP機能（自動負荷防御機能） - 接続機器の合計電流の上限を設定し、負荷

がこの値を超えた場合、最後に機器を接続したアウトレットのみをブロックする

ことで、他の接続機器を保護 

 

管理 

 PDU/アウトレットレベルで電源状態を測定 

 電流やIPアドレスはPDUデバイスやアウトレット単位でLED表示 

 電流、電圧、キロワット時はリアルタイムでブラウザー画面に表示されるため、

PDUレベル（PE5108/PE5208/PE6108/PE6208）およびアウトレットレベル

（PE7108/PE7208/PE8108/PE8208）での監視が可能 

 ブレーカー遮断時に、アラームを鳴らしたり、SNMPトラップやメールによる警

告を通知したりする「ブレーカー警告機能」搭載 

 電流や電圧のしきい値設定 

 アウトレットへの名前設定 

 ユーザーのアウトレットアクセスはアウトレット単位で設定可能 

 イベントログおよびSyslogサーバー対応 

 ファームウェアアップグレード対応 

 多言語対応 - 日本語、英語、ドイツ語、中国語(繁体字/簡体字)、フランス

語、スペイン語、イタリア語 

 

セキュリティー 

 2段階のユーザーレベルに対応 

 強力なセキュリティー対策 - 強力なパスワード保護と高度な暗号化技術

（TLS1.2） 

 外部サーバーによる認証に対応 - RADIUS 
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システム要件 

 eco PDUユニットにアクセスするブラウザーは、TLS1.2をサポートしている

必要があります。 

 PDUの電源ONに連動して自動的に接続されているコンピューターのコー

ルドブートを行うには、コンピューターのBIOSがWake on LANまたは

System after AC Backをサポートしている必要があります。 

 PDUの電源OFFに連動して自動的にセーフシャットダウンを行う場合は： 

 コンピューターでWindows（Windows2000以降）またはLinuxが実行されて

いる必要があります。 

 セーフシャットダウンプログラム（PMonitor）を、コンピューターにインスト

ールして実行する必要があります（弊社のWebサイトからダウンロードす

るか、付属のソフトウェアCDに収録されているものをお使いください）。 

 

注意： 

セーフシャットダウンプログラムPMonitorは、製品Webページの「サ

ポートとダウンロード」セクションからダウンロードできます（下記参

照）。 
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オプション品 

センサー 

センサーはオプション品です。eco PDUはセンサーなしでも使用できま

す。しかし、eco PDUを使用して、データセンターにおける完全なエネルギ

ー管理を行う場合は、管理Web GUIであるeco DCを使用することが不可欠

です。完全なエネルギー効率のデータとグラフを作成するには、各ラックに

センサーを4台設置することを推奨します。8ポートモデルにはセンサーポー

トが2つあります。この場合、センサー1をラックの吸気部分に、また、センサ

ー2をラックのIT設備の排気部分にそれぞれ設置してください。より完全な

エネルギー効率のデータとグラフを生成するには、センサーを導入したシス

テム構成が不可欠です。 センサーをより多く使用すれば、より正確なデー

タを作成することができます。対応可能なセンサーは、下表のとおりです： 

 

センサー 型番 

温度 EA1140 

温度/湿度 EA1240 

差圧/温度 EA1340 

 

センサーの管理 

センサーはeco PDU内蔵のGUIまたは弊社のWebサイトからダウンロード

可能な ATEN eco DCから管理することができます。 
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ケーブルホルダー 

ケーブルホルダーはオプション品です。安全性を強化するために、eco 

PDUユニットにある接続デバイスからのケーブルを固定するATENケーブル

抜け防止ホルダーをご使用ください。eco PDUには、これと併用できるよう

に特別にデザインされたATENケーブル抜け防止ホルダーのみを使用する

ようにしてください。これ以外のケーブル固定用デバイスを使用するのは非

常に危険です。 

 

  
型番 説明 

2X-EA07 ケーブル抜け防止ホルダー（10個入） 

2X-EA08 ケーブル抜け防止ホルダー セットアップツール 
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製品各部名称 

 

PE5108A / PE7108A フロントパネル 

 

 

PE5208A / PE7208A フロントパネル 

 

 

PE5108A / PE5208A / PE7108A / PE7208A リアパネル 
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PE5108A / PE5208A / PE7108A / PE7208A 読み出しセクション 

 
 

番号 項目 説明 

1 ブレーカー 

プッシュボタン 

安全対策として、デバイスの電源に過電流が発生した場合、ブレーカー

が作動するようになっています。ボタンを押すと、通常の動作に戻りま

す。 

2 電源アウトレット NEMA5-15R×8またはNEMA5-20R×8 

注意： 

ATENのケーブル抜け防止ホルダー用の穴はアウトレットの辺りにあり

ます。詳細は、p.27「ケーブルの固定」を参照してください。 

3 読み出しセクション  選択項目（PDU電流/アウトレット電流/IPアドレス）は最初のディス

プレイウィンドウに（1桁で）表示されます。 

 PDU電流/アウトレット電流/IPアドレスは2番目のディスプレイに（3

桁で）表示されます。 

 項目の上にあるLEDはどれを読み出しているかを表します。 

 選択項目を順に切り替えるには、最初のディスプレイウィンドウの

隣にあるボタンを押してください。 

4 LANポート 

およびLED 

eco PDUをLANに接続するケーブルをここに差し込んでください。LAN

ポートには、Link LEDとLAN LEDが内蔵されています: 

Link：グリーンに点灯している場合は、eco PDUのRJ-45 Ethernetポー

トを通じた接続が確立していることを表します。点滅している場合は、

データが伝送されていることを表します。 

LAN：オレンジに点灯している場合は、データ伝送速度が10Mbpsである

ことを表します。また、グリーンに点灯している場合は、データ伝送速度

が100Mbpsであることを表します。 

5 リセットボタン このスイッチはピンホール型であるため、ペーパークリップの端などの

細い物で押し込む必要があります。 

 スイッチを押してすぐ離すと、デバイスを再起動します。 

 スイッチを3秒以上押したままにすると、eco PDUを工場出荷時の

デフォルト設定にリセットします。 

6 電源LED eco PDUが動作可能な状態にある場合に、このLEDが点灯します。 
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番号 項目 説明 

7 グランドターミナル ユニットのアースに使用される接地線は、ここに接続します。 

8 センサーポート 外部センサーは、これら2つのRJ-11ポートに接続します。 

9 電源ソケット ユニットをAC電源に接続する電源コードは、ここに差し込みます。 
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PE5108B / PE5108G / PE7108B / PE7108G フロントパネル 

 

 

PE5208B / PE5208G / PE7208B / PE7208G フロントパネル 

 

 

PE5108B / PE5108G / PE5208B / PE5208G / PE7108B / PE7108G / 

PE7208B / PE7208G リアパネル 
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PE5108B / PE5108G / PE5208B / PE5208G / PE7108B /  

PE7108G / PE7208B / PE7208G 読み出しセクション 

 
 

番号 項目 説明 

1 ブレーカー 

プッシュボタン 

安全対策として、デバイスの電源に過電流が発生した場合、ブレーカー

が作動するようになっています。ボタンを押すと、通常の動作に戻りま

す。 

2 電源ソケット IEC60320 C13×8 または IEC60320C13×7 + C19×1 

注意： 

ATENのケーブル抜け防止ホルダー用の穴はアウトレットの辺りにあり

ます。詳細は、p.27「ケーブルの固定」を参照してください。 

3 読み出しセクション  選択項目（PDU電流/アウトレット電流/IPアドレス）は最初のディス

プレイウィンドウに（1桁で）表示されます。 

 PDU電流/アウトレット電流/IPアドレスは2番目のディスプレイに

（3桁で）表示されます。 

 項目の上にあるLEDはどれを読み出しているかを表します。 

 選択項目を順に切り替えるには、最初のディスプレイウィンドウの

隣にあるボタンを押してください。 

4 LANポート 

およびLED 

eco PDUをLANに接続するケーブルをここに差し込んでください。LAN

ポートには、Link LEDとLAN LEDが内蔵されています: 

Link：グリーンに点灯している場合は、eco PDUのRJ-45 Ethernetポー

トを通じた接続が確立していることを表します。点滅している場合は、

データが伝送されていることを表します。 

LAN：オレンジに点灯している場合は、データ伝送速度が10Mbpsである

ことを表します。また、グリーンに点灯している場合は、データ伝送速度

が100Mbpsであることを表します。 

5 リセットボタン このスイッチはピンホール型であるため、ペーパークリップの端などの

細い物で押し込む必要があります。 

 スイッチを押してすぐ離すと、デバイスを再起動します。 

 スイッチを3秒以上押したままにすると、eco PDUを工場出荷時のデ

フォルト設定にリセットします。 
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番号 項目 説明 

6 電源LED eco PDUが動作可能な状態にある場合に、このLEDが点灯します。 

7 グランドターミナル ユニットの接地に使用される線は、ここに接続します。 

8 センサーポート 外部センサーは、これら2つのRJ-11ポートに接続します。 

9 電源ソケット ユニットをAC電源に接続する電源コードは、ここに差し込みます。 
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PE6108A / PE8108A フロントパネル 

 

 

PE6208A / PE8208A フロントパネル 

 

 

PE6108A / PE6208A / PE8108A / PE8208A リアパネル 
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PE6108A / PE6208A / PE8108A / PE8208A 読み出しセクション 

 

 

番号 項目 説明 

1 ブレーカー 

プッシュボタン 

安全対策として、デバイスの電源に過電流が発生した場合、ブレーカー

が作動するようになっています。ボタンを押すと、通常の動作に戻りま

す。 

2 電源ソケット NEMA5-15R×8またはNEMA5-20R×8 

注意： 

ATENのケーブル抜け防止ホルダー用の穴はアウトレットの辺りにあり

ます。詳細は、p.27「ケーブルの固定」を参照してください。 

3 アウトレット状態 

LED 

これらのLEDはアウトレットの状態を示します。電源がONの場合はオ

レンジ色に点灯し、OFFの場合は消灯します。 

4 LANポート 

およびLED 

eco PDUをLANに接続するケーブルをここに差し込んでください。LAN

ポートには、Link LEDとLAN LEDが内蔵されています: 

Link：グリーンに点灯している場合は、eco PDUのRJ-45 Ethernetポー

トを通じた接続が確立していることを表します。点滅している場合は、

データが伝送されていることを表します。 

LAN：オレンジに点灯している場合は、データ伝送速度が10Mbpsであ

ることを表します。また、グリーンに点灯している場合は、データ伝送

速度が100Mbpsであることを表します。 

5 読み出しセクション  選択項目（PDU電流/アウトレット電流/IPアドレス）は最初のディス

プレイウィンドウに（1桁で）表示されます。 

 PDU電流/アウトレット電流/IPアドレスは2番目のディスプレイに（3

桁で）表示されます。 

 項目の上にあるLEDはどれを読み出しているかを表します。 

 選択項目を順に切り替えるには、最初のディスプレイウィンドウの

隣にあるボタンを押してください。 
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番号 項目 説明 

6 リセットボタン このスイッチはピンホール型であるため、ペーパークリップの端などの

細い物で押し込む必要があります。 

 スイッチを押してすぐ離すと、デバイスを再起動します。 

 スイッチを3秒以上押したままにすると、eco PDUを工場出荷時の

デフォルト設定にリセットします。 

7 電源LED eco PDUが動作可能な状態にある場合に、このLEDが点灯します。 

8 グランドターミナル ユニットのアースに使用される接地線は、ここに接続します。 

9 センサーポート 外部センサーは、これら2つのRJ-11ポートに接続します。 

10 電源ソケット ユニットをAC電源に接続する電源コードは、ここに差し込みます。 
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PE6108B / PE6108G / PE8108B / PE8108G フロントパネル 

 

 

PE6208B / PE6208G / PE8208B / PE8208G フロントパネル 

 

 

PE6108B / PE6108G / PE6208B / PE6208G / PE8108B / PE8108G / 

PE8208B / PE8208G リアパネル 
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PE6108B / PE6108G / PE6208B / PE6208G / PE8108B /  

PE8108G / PE8208B / PE8208G 読み出しセクション 

 
 

番号 項目 説明 

1 ブレーカー 

プッシュボタン 

安全対策として、デバイスの電源に過電流が発生した場合、ブレーカー

が作動するようになっています。ボタンを押すと、通常の動作に戻りま

す。 

2 電源ソケット IEC320C13×8またはIEC320C13×7 + C19×1 

注意： 

ATENのケーブル抜け防止ホルダー用の穴はアウトレットの辺りにあり

ます。詳細は、p.27「ケーブルの固定」を参照してください。 

3 アウトレット状態 

LED 

これらのLEDはアウトレットの状態を示します。電源がONの場合はオ

レンジ色に点灯し、OFFの場合は消灯します。 

4 LANポート 

およびLED 

eco PDUをLANに接続するケーブルをここに差し込んでください。LAN

ポートには、Link LEDとLAN LEDが内蔵されています: 

Link：グリーンに点灯している場合は、eco PDUのRJ-45 Ethernetポー

トを通じた接続が確立していることを表します。点滅している場合は、

データが伝送されていることを表します。 

LAN：オレンジに点灯している場合は、データ伝送速度が10Mbpsであ

ることを表します。また、グリーンに点灯している場合は、データ伝送

速度が100Mbpsであることを表します。 

5 読み出しセクション  選択項目（PDU電流/アウトレット電流/IPアドレス）は最初のディス

プレイウィンドウに（1桁で）表示されます。 

 PDU電流/アウトレット電流/IPアドレスは2番目のディスプレイに

（3桁で）表示されます。 

 項目の上にあるLEDはどれを読み出しているかを表します。 

 選択項目を順に切り替えるには、最初のディスプレイウィンドウの

隣にあるボタンを押してください。 
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番号 項目 説明 

6 リセットボタン このスイッチはピンホール型であるため、ペーパークリップの端などの

細い物で押し込む必要があります。 

 スイッチを押してすぐ離すと、デバイスを再起動します。 

 スイッチを3秒以上押したままにすると、eco PDUを工場出荷時の

デフォルト設定にリセットします。 

7 電源LED 電源が投入され、操作できる状態になると点灯します。 

8 グランドターミナル ユニットのアースに使用される接地線は、ここに接続します。 

9 センサーポート 外部センサーは、これら2つのRJ-11ポートに接続します。 

10 電源アウトレット ユニットをAC電源に接続する電源コードは、ここに差し込みます。 
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第2章 

ハードウェアのセットアップ 

 

セットアップの前に 
 

1. 機器の設置に際し重要な情報をp.74に記載しています。作業の前

に、必ず目を通してください。 

2. 接続するすべてのデバイスの電源が切れていることを確認します。

コンピューターにキーボード起動機能がついている場合は、ここ

からも電源ケーブルを抜いてください。 

 

ラックへのマウント 

eco PDUは19インチのラックに1Uサイズでマウントすることができます。

デバイスをラックマウントするには、デバイスに付属のラックマウントブラケ

ットを使用してください。ブラケットは、デバイスのフロント側またはリア側に

ねじ止めすることができます。そうすると、下図に示すように、ユニットをラ

ックのフロントにスライドさせることができます： 
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セットアップ 

eco PDUのシステムを設置するには、次のページの設置図（図内の番号は

手順番号に対応）を参照しながら、次の手順に従って作業を行ってください。 

1. 接地線の片方の端をグランドターミナルに、もう片方の端を適切な接地

物に接続して、eco PDUを接地してください。 

 

注意： 

この手順は省略しないでください。適切に接地することで電圧変化や静

電気による機器の誤動作防止や破損防止に一定の効果があります。 
 

2. 接続するデバイスそれぞれに対し、デバイスのACソケットとeco PDUの

利用可能なアウトレットを電源ケーブルで接続してください。 

3. eco PDUをLANに接続するケーブルをeco PDUのLANポートに差し込んで

ください。 

4. eco PDUシステムでセンサーを使用する場合は、ユニットのリア側サイド

パネルにあるセンサーポートに接続してください。 

 

注意： 

センサーはオプション品です。詳細については、p.10「オプション品」と、

この章で後述するセンサーの接続図の詳細を参照してください。 
 

5. eco PDUの電源コードをAC電源に接続してください。 

 

注意： 

正常な動作を可能にするための十分なアンペア数が得られない場合が

あるため、eco PDUをマルチソケットの電源タップに接続しないようにし

てください。 
 

これらの手順でセットアップが完了したら、eco PDUと接続機器の電源をON

にすることができます。 
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 注意： 

ユニットのフロント側に取り付けられたケーブルを、安全に、しっかりと配

線するために、ケーブルタイとケーブルバーの使用を推奨します。 

 

  



 

27  

 

ケーブルの固定 

安全性を高めるために、eco PDUに取り付けられたデバイスからのケー

ブルを固定できるATENのケーブル抜け防止ホルダーを使用してください。

各電源アウトレットの周りにある特別に設計された穴を使用して、ケーブル

ホルダーを下図のように固定してください： 
 

 

注意： 

1. ケーブルホルダーはオプション品です。p.11「ケーブルホルダー」を参

照してください。 

2. eco PDU用に特別に設計されたATENのケーブル抜け防止ホルダーの

みを使用してください。その他のケーブル固定用デバイスを使用する

ことは非常に危険です。 
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センサーの固定 

センサーをeco PDUのリアパネルにあるセンサーポートに接続してから、セン

サーマウント、結束バンドと粘着性ケーブルタイホルダーを使用して、これらを固

定してください。センサーを固定するのに結束バンドを使用している場合は、下

図のように、センサーにある凹型チャンネルの上に結束バンドを締めるようにし

てください： 

 

 

注意： 

1. 上図のセンサーは参考用です。eco PDU用の実際のセンサーの外観は、こ

の図とは多少異なる場合があります。 

2. センサーのモデルやタイプによっては、センサーマウント、結束バンド、およ

び粘着性ケーブルタイホルダーが同梱されていない場合があります。 
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第3章 

基本操作と初期設定 

 

操作方法 

ATEN eco PDUモデルでは、ブラウザー、eco DC (エネルギー＆DCIM管理

Web GUI）、SNMPの3通りの方法で、機器に接続して管理することができます。 

 

注意： 

この章の次のセクションには、ブラウザー操作に関する情報が含まれてい

ます。eco DCの操作については、別冊のeco DCユーザーマニュアルを参

照してください。eco DC Web GUIとユーザーマニュアルは、ATENのWebサ

イトからダウンロードできます。 

 

ブラウザー 

eco PDUは、サポートされている任意のインターネットブラウザーを介し

て、任意のプラットフォームからアクセスし、操作することができます。 

インターネットブラウザーからeco PDUを操作するには、ログインした後で

次の手順に従って操作を行ってください： 

1. ブラウザーを開き、アクセス対象となるeco PDUのIPアドレスをブラウザー

のアドレスバーに指定してください。 

注意： 

デフォルトのIPアドレスは「192.168.0.60」です。eco PDUのIPアドレスは管

理者に確認するか、本書のp.79「IPアドレスの設定」を参照してください。 

2. 「セキュリティーの警告」ボックスが表示された場合は、証明書を受け入れ

てください。これは信頼できる証明書です。 
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3. 正しいユーザーネームとパスワードを入力し、「ログイン」をクリックして

ください。 

 

注意： 

初回ログイン時にはデフォルトのユーザー情報を使用してください。ユ

ーザーネームは「administrator」に、パスワードは「password」に、それ

ぞれ設定されています。 

4. 「ログイン」をクリックして、ブラウザーのメイン画面を表示してください。 

 

eco DC 

eco PDUの全モデルは、eco DC（エネルギー&DCIM管理ソフトウェア）

をサポートしています。eco DCを使用すると、複数のデバイス管理が簡単

にできます。また、直感的で、ユーザーフレンドリーなGUIを使用している

ため、eco PDUの設定および接続された機器の電源状況の監視を行うこ

ともできます。ソフトウェアをインストールするには、製品Webページにアク

セスし、「サポートとダウンロード」タブからインストーラーをダウンロードし

てください。 

 

SNMP 

eco PDUは、サードパーティー製SNMP v1/v2/v3 Managerソフトウェア

に対応しています。MIBファイルを入手する場合は、製品Webページにアク

セスし、「サポートとダウンロード」タブからダウンロードしてください。 
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初期設定 

eco PDU本体がケーブルで接続された後、アドミニストレーターが次に行う

作業は、ネットワークパラメーターを設定し、デフォルトのスーパーアドミニスト

レーターのログイン設定を変更して、ユーザーを追加することです。 

これを実現する方法は、ブラウザーを使用して、インターネットからログ

インする方法です。 

 

注意： 

1. 初回ログインの場合は、デフォルトを使用します。 

ユーザーネーム：administrator、パスワード：password 

セキュリティー上の理由から、パスワードは固有のものに変更することを

推奨いたします（p.33「アドミニストレーターのログイン情報の変更」 参

照）。 

2. ネットワークにリモートログインする方法については、p.79「IPアドレスの

設定」を参照してください。 

正常にログインすると、eco PDUの「エネルギー」 > 「接続」画面が表示され

ます： 

 

 

注意： 

操作の詳細については、次の章のp.38「エネルギー」で説明します。 

セットアップ情報に関する詳細は、この章を読み進めてください。 



 

32  

 

ネットワーク設定 

ネットワークを設定するには、下記の手順に従って操作を行ってください。 

1. 「セットアップ」タブをクリックしてください。 

2. インターフェースに「デバイス設定」画面が表示されます。外観は下図

のとおりです。 

 

3. p.51「デバイス設定」に記載された情報に従って、各項目に値を入力してく

ださい。 
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アドミニストレーターのログイン情報の変更 

デフォルトの管理者のユーザーネームとパスワードを変更するには、次の

手順に従って操作を行ってください： 

1. 「ユーザー」タブをクリックしてください。 

「アカウント」画面の中央には、ユーザーの情報がより多く記載された詳細

リストが表示されます： 

 

2. 「アドミニストレーター情報」セクションで、名前とパスワードの項目を一意

のものにリセットし、（画面下部にある）「保存」をクリックしてください。 

 

注意： 

アドミニストレーターの名前またはパスワードを忘れた場合は、メインボ

ードのジャンパーをショートさせて、デフォルトのアドミニストレーターアカ

ウントを復元してください。 

詳細については、付録のp.88「アドミニストレーターでログインできない

場合」を参照してください。 
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次の操作 

ネットワークを設定し、アドミニストレーターのデフォルトユーザーネームと

パスワードを変更すると、ユーザーの追加などのその他の管理作業に進むこ

とができます。これについては、次の章で説明します。 
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第4章 

ブラウザー操作 

 

操作方法 

ログインeco PDUには、サポートされているインターネットブラウザー経

由で任意のプラットフォームからアクセスできます。 

 

注意： 

ブラウザーはTLS1.2をサポートしている必要があります。 
 

eco PDUにアクセスするには、次の手順に従って操作を行ってください： 

1. ブラウザーを開いて、アクセスしようとしているeco PDUのIPアドレスを

ブラウザーのURLバーに入力してください。 

 

注意： 

eco PDUのIPアドレスはアドミニストレーターから取得してください。また

は、ご自身でIPアドレスを設定する場合は、p.79「IPアドレスの設定」を

参照してください。  

 

2. セキュリティー警告のダイアログボックスが表示される場合があります

が、この証明書は信頼できるものなので、許可してください。ログインペ

ージが表示されます。 

 

3. （eco PDUのアドミニストレーターが設定した）有効なユーザーネームと
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パスワードを入力し、言語を選択してください。言語のオプションは、英

語（デフォルト）、中国語（繁体字・簡体字）、日本語、ドイツ語、イタリア

語、スペイン語、フランス語です。 

4. 次に、「ログイン」をクリックして、ブラウザーのメイン画面を表示してくださ

い。 

 

eco PDUのメイン画面 

正常にログインすると、eco PDUメイン画面に「エネルギー」 > 「接続」画面

が表示されます： 

 

 

 

注意： 

説明には、アドミニストレーター用の画面を使用しています。 

ユーザーの種類や操作権限によっては、表示されているすべてのメニ

ューが利用できるとは限りません。 
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画面各部名称 

Web画面における各部名称と説明は、下表のとおりです。 
 

番号 項目 説明 

1 タブバー タブバーには、eco PDUの主な操作カテゴリーが表示されま

す。このタブバーに表示される項目はユーザーアカウントが

開設された際のユーザーのタイプと割り当てられた操作権限

によって決まります。 

2 メニューバー メニューバーには、タブバーで選択された操作に関連するサブ

カテゴリーが表示されます。このメニューバーに表示される項

目はユーザーアカウントが開設された際のユーザーのタイプと

割り当てられた操作権限によって決まります。 

3 サイドバー 操作中のタブやメニューバーに対応したアウトレットリストが

この部分に表示されます。 

4 ヘルプ ATEN Webサイトのオンラインヘルプに接続して、デバイスの設

定と操作を行います。 

5 ログアウト このボタンをクリックすると、eco PDUにおける現在のセッショ

ンからログアウトします。 

6 詳細表示パネル メインの作業領域です。表示される画面は、メニューの選択と

サイドバーノードの選択を反映しています。 
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エネルギー 

接続 

eco PDUにログインすると、インターフェースが開き、「エネルギー」タブと

「接続」メニューがデフォルトで選択されます。PDUの状態とアウトレットの状

態の各セクションの内容は、メインパネルに表示されます。 

 

 

注意： 

「アウトレットの状態」のサブメニューセクションは、その機能に対応した

eco PDUモデルのみで表示されます。その以外のモデルでは、PDUス

テータスの監視状況のみを提供します。機種別の状態の監視対象

（PDUとアウトレットの両方なのか、PDUのみなのか）については、p.6

「PEシリーズeco PDU比較表」を参照してください。 
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PDUステータス 

PDUデバイスレベルでの監視は、すべてのeco PDUモデルでサポートさ

れています。「PDUステータス」セクションでは、PDUデバイス全体の電源

管理設定を定義できます： 

 

 PDUしきい値設定 

これらの項目は、総電流、電圧、電力、総電力損失の最大値、最小

値、および変動しきい値の設定に使用します。範囲が最小設定値を下

回るか、最大設定値を超えると、アラームがトリガーされます。 

 ブレーカーの状態（ON/OFF）が表示されます。 

 電圧周波数（Hz）が表示されます。 

 ON / OFF / 再起動 

ボタンをクリックすると、この画面からデバイスのON/OFFを手動で切り

替えることができます。 

デバイスを再起動したい場合は、「再起動」チェックボックスをチェックし、

チェックボックスの横にある「OFF」ボタンをクリックしてください。 

 センサー1/センサー2 

お使いの機器にセンサーが取り付けられている場合は、これらの項目を

使用して、温度、湿度、および差圧の最大、最小、および変動しきい値の

各設定を定義することができます。 

 

注意： 

センサーはオプション品です。詳細については、販売店にお問い合わせく

ださい。 
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アウトレットの状態 

eco PDUモデルがアウトレット単位での監視をサポートしている場合、メイ

ンパネルの「アウトレットの状態」セクションで、各アウトレットの電源管理構

成を個別のレベルで設定できます。 

 

 アウトレットしきい値の設定 

これらの項目は、電流、電圧、電力、電力損失の最大、最小、変動しき

い値の設定に使用します。範囲が最小設定値を下回るか、最大設定値

を超えると、アラームがトリガーされます。 

 ON / OFF / 再起動 

ラジオボタンをクリックすると、この画面からアウトレットのON/OFFを手

動で切り替えることができます。アウトレットを再起動するには、「再起動」

チェックボックスを有効にして、（ページの下部にある）「保存」をクリック

してください。 
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設定 

設定画面は、個々の電源アウトレットレベルでeco PDUの設定を行うため

に使用されます： 

 

 POP設定 

このセクションでは、POP機能（Proactive Overload Protection）の設定

を定義することができます。この機能は非クリティカルなすべてのアウト

レットで有効です。過電流が発生すると、過電流の原因となったアウトレ

ットの電源を、この追加された安全機能で自動的にOFFにします。 

 ラジオボタンをクリックするとPOPモードを有効にします。 

 POPしきい値を「POPしきい値」の項目で選択します。オプションは

「バンクの最大電流と同じ」と、「ユーザー定義」です。値をテキスト

ボックスに入力してください。 

 

 注意： 

この機能は、PE6108、PE6208、PE8108およびPE8208の各モデルでのみ

使用できます。 

 

 

 



 

42  

 電源投入時のスケジュール設定 

「電源ON時間スケジュール機能を有効にする」の項目を有効にすると、

「Power ON Delay」の設定を使って、アウトレットへの電源投入前にeco PDU

が待機する時間を設定することができます。下表の「Power ON Delay」を参照

してください。 

 ブザー設定 

「ブザーのアラームを有効にする」の項目にチェックを入れると、ブレーカーが

遮断された時や、PDU/アウトレットのしきい値が最小値を下回ったり最大値

を上回ったりした時に、アラームを鳴らし、SNMPトラップまたはEメールによっ

てアラートを通知します。 

 アウトレット設定 

「アウトレット設定」のセクションでは、PDUにおける各アウトレットの電源管理

設定を定義することができます。 

 

項目 意味 

アウトレット名 各アウトレットには、固有の名前を付けることができます。最大文字数は

15文字です。 

確認が必要 このオプションが有効になっている場合(チェックボックスにチェックが入

っている場合)、実行前に電源操作を確認するダイアログボックスが表示

されます。無効になっている場合(チェックボックスにチェックが入ってい

ない場合)、確認なしで操作が実行されます。 

Power ON Delay 電源ボタンをクリックした後、eco PDUがアウトレットに電源を投入するま

での待機時間を設定します（p.40「アウトレットの状態」を参照）。この設定

を有効にするには、「電源ON時間スケジュール設定を有効にする」ボック

スをONにする必要があります。詳細については、p.42「電源投入時のス

ケジュール設定」を参照してください。 

注意：デフォルトの遅延時間は0秒で、最大値は999秒です。アウトレットへの電源

投入の順番をスケジューリングしている場合は、デフォルトの遅延時間である10秒

間隔で各アウトレットに対して電源を投入していきます。 
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項目 意味 

Power OFF Delay 電源ボタンをクリックした後、eco PDUがアウトレットの電源を切断するま

での待機時間を設定します（p.40「アウトレットの状態」を参照）。 

「System after AC Back」（下記参照）が選択されている場合、遅延時間

が経過すると、eco PDUはさらに15秒間待機してから、コンピューターをシ

ャットダウンします 。 

デフォルトの遅延時間は15秒です。最大遅延時間は999秒です。 

遠隔電源投入方法 ドロップダウンメニューを使用して、以下のいずれかのオプションを選択し

ます： 

Wake on LAN：これはセーフシャットダウンと再起動のオプションです。こ

れが選択されている場合、アウトレットがOFFになると、eco PDUはま

ずコンピューターにインストールしたpmonitorに対してシャットダウンの

準備を指示するメッセージを送信します。次に、「Power OFF Delay」の

項目で設定された時間だけ待機して、OS時間を終了してからコンピュ

ーターの電源をOFFにしてスタンバイモードにします。 

同様に、アウトレットをONにすると、eco PDUは「Power On Delay」項

目で設定された時間だけ待機し、次にアウトレットに接続されているコ

ンピューターにイーサネットメッセージ(マジックパケット)を送信して、コ

ンピューターに自身の電源をONにするように指示します。 

注意：セーフシャットダウンと再起動を行うには、コンピューターがWindows(98以

上)またはLinuxを実行している必要があります。また、セーフシャットダウンプログ

ラムpmonitor(弊社Webサイトからダウンロード可能)がコンピューターにインストー

ルされ、実行されている必要があります。 

System after AC Back：これはセーフシャットダウンと再起動のオプション

です。これが選択されている場合、アウトレットがOFFになると、eco PDU

はまずコンピューターにインストールしたpmonitorに対してシャットダウン

の準備を指示するメッセージを送信します。次に、「Power OFF Delay」

の項目で設定された時間だけ待機して、OS時間を終了してからコンピュ

ーターの電源をOFFにします。 

アウトレットをONにすると、eco PDUは「Power On Delay」の項目で設定

された時間待機し、サーバーに給電します。サーバーはBIOS/UEFIで

AC backによる起動を設定していればPDUから給電されると、そのサー

バー自体にも電源が入ります。 

注意：セーフシャットダウンと再起動を行うには、コンピューターがWindows(98以

上)またはLinuxを実行している必要があります。また、セーフシャットダウンプログ

ラムpmonitor(弊社Webサイトからダウンロード可能)がコンピューターにインストー

ルされ、実行されている必要があります。 

Kill the Power：最もシンプルな電源ON/OFF機能です。このオプションを

選択すると、eco PDUは「Power Off Delay」の項目で設定された時間待
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機してから、アウトレットの電源をOFFにします。電源を切ると、コールド

(非セーフ)シャットダウンが実行されます。 

 

項目 意味 

MACアドレス セーフシャットダウンと再起動のいずれかの方法を使用するには、アウト

レットに接続されているコンピューターのMACアドレスをここに入力する必

要があります。 

 

設定が完了したら、「保存」をクリックしてください。 
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ユーザー 

ユーザータブを選択すると、メインパネルにアドミニストレーター情報とユー

ザー情報が表示されます。eco PDUは、1つのアドミニストレーターアカウント

と最大8つのユーザーアカウントをサポートします。 

 

注意： 

1. 各アカウントは2つのログインセッションをサポートできます。 

2. eco PDUは、合計3つの同時ログインセッションをサポートします。 

 

 

注意： 

事前にインストールされたアドミニストレーターアカウントがあります。こ

のアカウントは、デバイスの設定や、ユーザーやグループの作成に使

用することができます。このアカウントのユーザーネームは

「administrator」、パスワードは「password」です。セキュリティー上の理

由から、これらを一意のものに変更することを強く推奨します。 
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アドミニストレーター情報 

アドミニストレーターの名前とパスワードを設定します。このセクションは、アド

ミニストレーターのみが表示できます。詳細については、p.33「アドミニストレータ

ーのログイン情報の変更」を参照してください。 

SNMPv3アカウント情報 

 必要に応じて、SNMPv3認証の名前、認証パスワード、および旧パスワー

ドの各値を入力します。 

SNMPv1/V2c コミュニティー 

 必要に応じて、SNMPv1/v2c認証に使用する「読み取り専用コミュニティ

ー」と「読み書き用コミュニティー」の各項目を、「SNMPv1/v2c コミュニテ

ィー」セクションの該当欄に入力します。 

 

ユーザー情報 

ユーザーを追加するには、次の手順に従って操作を行ってください： 

1. 「管理」ドロップダウンメニューでユーザータイプを選択してください。 

2. 「名前」と「パスワード」の各項目に、それぞれ名前とパスワードを入力して

ください。 

3. 「アウトレット」の項目に、ユーザーのアウトレット別の権限を設定してくだ

さい。 

4. 「管理」の項目を有効に設定してください。 

5. 「保存」をクリックして設定を保存してください。 

 

注意： 

アカウントを有効にするには、「名前」と「パスワード」の両方の項目

に値を入力する必要があります。 
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各種オプションについては、次の表で詳しく説明します： 
 

項目 説明 

管理 「管理」の項目では、ユーザーのアカウントを有効または無効にすること

ができます： 

 有効 - ユーザーアカウントを保存します（p.46「ユーザー情報」参照）。 

 無効 - ユーザーアカウントを無効にします。 

名前 アカウントポリシーの設定に応じて、1～16文字を使用できます。p.61「ア

カウントポリシー」を参照してください。 

パスワード アカウントポリシーの設定に応じて、1～16文字を使用できます。p.61「ア

カウントポリシー」を参照してください。 

アウトレット この項目では、ユーザーのアウトレット別の権限を設定できます。ユーザ

ー/ポートアイコンをクリックすると、次のように3つの権限オプションが順

番に切り替わります： 

 

 

ユーザーはこのアウトレットに完全にアクセスできます。 

 

 

ユーザーは、このアウトレットに対して読み取り専用のアク

セス権を持っています。 

 

 

ユーザーはこのアウトレットにアクセスできません。 

保存 このボタンをクリックすると、操作や変更を保存します。 
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ログ 

「ログ」タブには、インストール時に実行されたトランザクションの記録が保

持され、一度に最大128個のイベントが保存されます。「システムログ」画面に

は、ログファイルデータを表示およびエクスポートしたり、指定されたイベント

が発生したときに電子メールで通知したりできる、強力なフィルターと機能が

多数用意されています。 

 

 

システムログのイベントリスト 

 サイドバーでデバイスをクリックすると、メインパネルのログイベントリストに

そのログイベントが表示されます。 

 「更新」ボタンをクリックすると、ログリストが最新のイベントで最新の状態に

なります。 

 「更新」ボタンの右側にある入力ボックスでは、ページごとに表示するイベント

の数を設定できます。方法は、選択した番号をキー入力するだけです。 

 メインパネルの右上には、ログファイルの総ページ数と、現在表示している

ページが表示されます。 

 下段のボタンは以下のように機能します： 

 クリア - クリックすると、ログのイベントリストの内容が消去されます。 

 最初のページ - クリックすると、ログのイベントリストの最初のページに移

動します。 



 

49  

 前のページ - クリックすると、ログのイベントリストの前のページに移動しま

す。 

 次のページ - クリックすると、ログのイベントリストの次のページに移動しま

す。 

 最後のページ - クリックすると、ログのイベントリストの最後のページに移

動します。 

 ログのエクスポート - クリックすると、ログのイベントリストの内容をファイル

に保存します。 

 

通知設定 

「通知設定」画面は、ログイベントの通知を受信するeco PDUのコンポーネ

ントを指定するために使用されます。通知設定メニュー項目をクリックすると、

以下のようなページが表示されます： 

 

 イベントカテゴリーが左側の列に表示されます。 

 最初にページを開くと、メインカテゴリーの項目のみが表示されます。

(メインカテゴリー項目の行は背景がグレーになります。) 

 サブカテゴリー項目は、メインカテゴリーの見出しの下にネストされま

す。メインカテゴリーの見出しの前にある矢印をクリックして、サブカテ

ゴリーの項目を表示します (サブカテゴリー項目の行の背景は白にな

ります)。 

 列見出しの下にあるチェックボックスをクリックして、ログイベントの通知を

受け取るコンポーネントを選択します。 

 メインカテゴリーの見出しの行をクリックすると、その下にネストされ
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ているすべてのサブカテゴリー項目が自動的に選択されます。 

 一部のサブカテゴリーのイベントにのみ通知を設定する場合は、メイ

ンカテゴリーの行にチェックを付けないでください。代わりに、サブカ

テゴリーリストをドロップダウンし、目的のサブカテゴリーのイベント

のみをチェックします。 

 設定の選択が完了したら、「保存」をクリックします。指定したログイベント

が発生すると、そのイベントの通知が選択したコンポーネントに送信され

ます。 

 デジタル出力のリセット：デジタル出力センサーを低から高に変更するイ

ベントがトリガーされた場合、このボタンをクリックしてセンサーを低の状

態に戻します。 
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セットアップ 

「セットアップ」タブには、デバイス設定とセキュリティー設定があります。

「デバイス設定」画面では、スーパーアドミニストレーター、アドミニストレータ

ー、およびデバイス管理権限を持つユーザーが、eco PDUシステムの設定を

行うことができます。「セキュリティー」画面は、PDUへのアクセスを制御しま

す。 

 

デバイス設定 

この画面には、次のセクションで説明するように、選択したデバイスに関する

情報が表示されます： 

全般 

 

 

項目 意味 

PDU名 このフィールドでは、デバイスに一意の名前を付けることができます。テキス

トボックスの内容を削除し、任意の名前を入力するだけです。(画面下部にあ

る)「保存」をクリックして、新しい名前を保存します。 

MACアドレス eco PDUのMACアドレスを表示します。 

ファームウェア 

バージョン 

現在のファームウェアバージョン番号を表示します。これを参照して、Webサイ

トで使用可能な新しいバージョンがあるかどうかを確認できます。 

ラックの場所名 この項目を使用すると、ラックの場所に一意の名前を付けて簡単に参照でき

ます。 
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サービスポート 

セキュリティー対策として、システムにファイアウォールが導入されている

場合、アドミニストレーターはファイアウォールの設定で許可されたポート番

号を製品本体側でも設定する必要があります。デフォルト以外のポートを使っ

ている場合、ユーザーはログインの際にIPアドレスの一部分としてポート番号

を入力しなくてはなりません。入力するポート番号が正しくなかったり、入力さ

れていなかったりすると、eco PDUを検索しても表示されません。 

以下に示すように、セキュアなブラウザーによるログインのみを許可するか

どうかを選択してください： 

 

 

各項目の内容は下表のとおりです。 

項目 説明 

HTTP ブラウザーからのログインの際に使用するポート番号です。デフォルトでは80に設

定されています。 

HTTPS SSL通信に使用するポート番号です。デフォルトでは443に設定されています。 

 

注意： 

1. すべてのサービスポートの有効なエントリーは1～65535です。 

2. これらのポートはそれぞれ固有のポートを割り当て、項目間で値

が重複しないように設定してください。 

3. (例えば、イントラネット上に)ファイアウォールがない場合、これら

の番号が何に設定されているかは無視されます。なぜなら、それ

らは効果がないからです。 
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IPv4設定 

PDUのIPv4形式IPアドレスとDNSアドレス(IPアドレスを指定する従来の方

法)は、動的に割り当てる(DHCP)ことも、固定IPアドレスを指定することもでき

ます。 

 

 動的IPアドレスを割り当てる場合は、「IPアドレスを自動的に取得する」のラ

ジオボタンを選択してください (デフォルト設定です)。 

 固定IPアドレスを指定するには、「IPアドレスを手動で設定する」ラジオボタ

ンを選択し、ネットワークに適した値をIPアドレスに入力してください。 

 DNSサーバーのアドレスを自動的に割り当てる場合は、「DNSサーバーの

アドレスを自動的に取得する」のラジオボタンを選択してください。 

 DNSサーバーのアドレスを手動で割り当てる場合は、「DNSサーバーアドレ

スの手動設定」のラジオボタンを選択し、お使いのネットワークの優先DNS

サーバーと代替DNSサーバーのIPアドレスをそれぞれ入力してください。 

 

注意： 

1. 「IPアドレスを自動的に取得する]の項目を選択し、DHCPを使って

機器のIPアドレスを自動的に取得する場合、製品は起動後に

DHCPサーバーからのIPアドレスの割り当てを待機します。1分後

にアドレスを取得していない場合は、自動的に工場出荷時のIPア

ドレス(192.168.0.60)に戻ります。 
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2. デバイスがDHCPを使用してネットワークアドレスを割り当てるネッ

トワーク上にあり、そのIPアドレスを確認する必要がある場合は、

p.79「IPアドレスの設定」を参照してください。 

3. 代替DNSサーバーのアドレス設定は任意です。 

 

イベント通知 

「イベント通知」セクションは、「SMTP設定」、「SNMPトラップの受信」、

「Syslogサーバー」の3セクションに分かれています。各セクションについて

以下に説明します。 

 SMTP設定 

 

eco PDUがSMTPサーバーからのレポートをユーザーにメール通知す

るように設定するには、次の手順に従って操作を行ってください： 

1. SMTPサーバーからのレポートを有効にし、SMTPサーバーのIPアドレ

スを入力してください。 

2. サーバーで認証が必要な場合は、「サーバーで認証が必要」チェック

ボックスにチェックを入れてください。 

3. 「アカウント名」、「パスワード」、および「差出人」の各項目に該当する

アカウント情報を入力してください。 

 

注意： 

「差出人」の項目で許可されるメールアドレスは1つのみで、64文字を

超えることはできません。) 
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4. イベントレポートの宛先となるメールアドレスを「To」欄に入力してく

ださい。 

5. PDUのログ通知の設定から、送信したい項目にチェックを入れま

す。 

 

注意： 

複数の宛先にレポートを配信する場合は、アドレスをセミコロンで区切

ってください。また、宛先のアドレス全体が256文字列以内になるように

設定してください。 
 

 

 SNMPトラップの受信 

 

最大で4つのSNMP管理ステーションを定義することができます。SNMP

トラップイベントの通知を受ける場合は、下記の手順に従って設定を行っ

てください。 

1. SNMPトラップを有効にしてください 

2. 使用するSNMPのバージョンを選択してください。 
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3. SNMPトラップイベントの通知を受けるコンピューターのIPアドレスとサー

ビスポートのポート番号を入力してください。有効なポート範囲は1～

65535です。デフォルトのポート番号は162です。 

 

注意： 

ここには、SNMPレシーバーとなるコンピューターと同じポート番号を入力

するようにしてください。
 

 

4. SNMPバージョンで必要な場合は、コミュニティーの値を入力してください。 

5. 各ステーションに対応する認証/プライバシーパスワードを入力してください。 

6. PDUのログ通知の設定から、送信したい項目にチェックを入れます。 

 

Syslogサーバー 

 

eco PDUデバイスで発生したすべてのイベントを記録し、Syslogサーバー

に書き込むには、次の手順に従って操作を行ってください： 

1. Syslogサーバーを有効にしてください。 

2. SyslogサーバーのIPアドレスとポート番号を入力してください。ポート番号

の有効な値の範囲は1～65535です。デフォルトでは514に設定されていま

す。 

3. PDUのログ通知の設定から、送信したい項目にチェックを入れます。 
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日付/時刻 

「日付/時刻」ダイアログ画面では、eco PDUの時刻パラメーターを設定します。 
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タイムゾーン 

 eco PDUが存在するタイムゾーンを確立するには、「タイムゾーン」リスト

をドロップダウンし、現在の場所に最も近い都市を選択してください。 

 この場所が属している国または地域がサマータイムを導入している場合

は、「サマータイム」の項目にチェックを入れてください。 

 

手動入力 

このセクションを使用して、eco PDUの日付と時刻を手動で指定します。 

 カレンダーアイコンをクリックし、日付のカレンダーエントリーをクリックして

ください。 

 HH:MM:SS(時、分、秒)形式を使用して、時刻を「時間」の項目に入力してく

ださい。 

 

 注意： 

このセクションは、自動調整(「ネットワークタイム」セクション)が無効

(チェックボックスがOFF)になっている場合にのみ有効になります。 

日付と時間の欄に日付と時間を入力する代わりに、「PCと同期する」チェッ

クボックスをクリックしてチェックを入れると、eco PDUはブラウザーからアクセ

スしているPCの日付と時間の設定を取得します。 

 

ネットワークタイム 

時刻をネットワークタイムサーバーに自動同期させる場合は、下記の手順

に従って操作を行ってください。 

1. 「自動調整を有効にする」チェックボックスをONにしてください。 

2. タイムサーバーリストをドロップダウンして、希望するタイムサーバーを

選択してください。 

– または– 

「優先カスタムサーバーIP」チェックボックスをONにし、選択したタイム
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サーバーのIPアドレスを入力してください。 

3. 代替タイムサーバーを設定する場合は、「代替タイムサーバー」チェック

ボックスをONにして、代替タイムサーバーに対して手順2の操作を繰り

返してください。 

4. 次の同期を行うまでの日数を入力してください。 

 

入力が終わったら 

この画面で項目への入力・設定が完了したら、「保存」ボタンをクリック

してください。 

変更を保存した後、すぐに同期する場合は、「今すぐ時間を調整」をクリッ

クします。 
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セキュリティー 

「セキュリティー」画面は、eco PDUデバイスへのアクセスを制御します。 

 

 

ログイン失敗 

 「許可」には、リモートユーザーから許可される連続失敗ログイン試行の回

数を設定します。 

 「タイムアウト」は、許可されている失敗回数を超えた後にリモートユーザー

が再度ログインを試行するまでに待機する必要がある時間を設定します。 

 

動作モード 

 ICMPが有効な場合、eco PDUデバイスはpingを実行できます。有効になっ

ていない場合、デバイスはpingを実行できません。デフォルトでは有効に設

定されています。 

この画面で項目への入力・設定が完了したら、「保存」ボタンをクリックして

ください。 
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アカウントポリシー 

「アカウントポリシー」セクションでは、ユーザーネームとパスワードに関す

るポリシーを管理します。 

 

 

ポリシーを確認し、必要な情報を適切な項目に入力してください。 
 

項目 説明 

ユーザーネーム最小文字数 ユーザーネームの設定に最低限入力が必要な文字数を設定し

ます。許容値は1～16です。 

パスワード最小文字数 パスワードの設定に最低限入力が必要な文字数を設定します。

許容値は1～16です。 

パスワードには以下が必須 これらの項目のいずれかをチェックすると、ユーザーは指定され

た項目の少なくとも1つをパスワードに含める必要があります。 

注意：このポリシーは、既存のユーザーアカウントには影響しま

せん。このポリシーが有効になった後に作成された新しいユー

ザーアカウントのみが影響を受け、パスワードの変更が必要な

ユーザーも影響を受けます。 

重複ログインの無効化 ユーザーが同時に同じアカウントでログインできないようにするに

は、このチェックボックスをONにしてください。 

 

  



 

62  

 

ログイン文字列 / IPフィルター / MACフィルター 

 
 

 ログイン文字列 

「ログイン文字列」の入力欄は、ユーザーがブラウザーにてeco PDUにアクセス

する際にIPアドレスに含めなければならないログイン文字列を設定するのに使

用されます。次に例を示します。 

192.168.0.126/abcdefg 

 次の文字が可能です：0～9、a～z 、

A～Z、～!@ $ * () _ ' , 

 以下の文字は使用できません： 

& ^ {} ' ' < > |" % " : / ?# \ \[Space]+-=[];複合文字(É Ç Á…など) 

注意： 

1. IPアドレスと文字列の間にはスラッシュが必要です。 

2. ここでログイン文字列が指定されていない場合、誰でもIPアドレスのみ

を使用してeco PDUデバイスのログインページにアクセスできてしまい

ます。これにより、お使いのシステムの安全性が低下することになりま

す。セキュリティー上の理由から、この文字列を定期的に変更すること

を推奨します。 
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 IPフィルター/MACフィルター 

フィルターの設定が行われると、IPフィルターは上部のリストボックス

に、MACフィルターは下部のリストボックスにそれぞれ表示されます。 

IP/MACフィルター機能は、eco PDUへの接続を試みるコンピューターのIP

アドレス、またはMACアドレス、あるいはその両方に基づいて、アクセスを

制御するものです。最大5つのIPフィルターと5つのMACフィルターを使用で

きます。 

IPおよび/またはMACフィルタリングを有効にするには、「IPフィルター有効」

または「MACフィルター有効」のチェックボックスをクリックして、チェックマー

クを付けてください。 

 「含む」ボタンをONにすると、フィルター範囲内のすべてのアドレスに

アクセスが許可され、それ以外のアドレスにはアクセスが拒否されま

す。 

 「除く」ボタンをONにすると、フィルター範囲内のすべてのアドレスが

アクセスを拒否されます。他のすべてのアドレスはアクセスを許可さ

れます。 

 

フィルター項目の追加 

IPアドレスのフィルター項目は以下の手順で追加してください。 

1. 「追加」ボタンをクリックしてください。次のようなダイアログボックスが表示

されます。 

 

2. ダイアログボックスで開始フィルタアドレス(192.168.0.200など)を指定し、

「OK」をクリックしてください。 
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3. 1つのIPアドレスをフィルタリングするには、開始IPと同じアドレスを入力し

てください。アドレスの連続範囲をフィルタリングするには、範囲の終了番

号(192.168.0.225など)を入力してください。 

4. IPアドレスを入力したら、「OK」ボタンをクリックしてください。 

他にもフィルター項目がある場合は、上記手順の操作を繰り返して設定してく

ださい。 

 

MACアドレスのフィルター項目は以下の手順で追加してください。 

1. 「追加」ボタンをクリックしてください。次のようなダイアログボックスが表示

されます。 

 

2. ダイアログボックスでMACアドレス(001074670000など)を指定し、「OK」を

クリックしてください。 

フィルタリングする追加のMACアドレスに対して、これらの手順を繰り返し

てください。 

 

IPフィルターとMACフィルターの競合 

IPフィルターとMACフィルターの間に競合がある場合(コンピューターのIP

アドレスがIPフィルターによって許可されているものの、そのMACアドレスが

MACフィルターによって除外されている場合など)、そのコンピューターのア

クセスはブロックされます。 

つまり、どちらかのフィルターがブロックされていると、設定内容にかかわ

らず、そのコンピューターからのアクセスがブロックされるということになりま

す。 

 

  



 

65  

 

フィルターの変更 

フィルターを変更する場合は、対象となる項目をIPフィルターリスト、または

MACフィルターリストのボックスから選択し、「変更」をクリックしてください。フ

ィルター追加時に表示されるものと同様のダイアログボックスが表示されま

すので、古いアドレスを削除して新しいアドレスに変更してください。 

フィルターの削除 

フィルターを削除する場合は、対象となる項目をIPフィルターリスト、または

MACフィルターリストのボックスから選択し、「削除」ボタンをクリックしてくださ

い。 
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認証＆権限 

「認証＆権限」画面は、外部ソースからのログイン認証と承認管理を設定する

ために使用されます。 

 

 

RADIUS設定 

RADIUSサーバー経由でeco PDUに対する認証および権限設定を行う場合

は、以下の手順に従って操作を行ってください： 

1. 「有効にする」の項目にチェックを入れてください。 

2. 優先RADIUSサーバーと代替RADIUSサーバーのIPアドレスおよびポート番

号をそれぞれ入力してください。優先サーバーのデフォルトのポート番号は

1812です。代替サーバーのデフォルトのポート番号は1645です。 

 

注意： 

ここで指定するポート番号が、RADIUSサーバーで使用されるポート番

号と一致していることを確認してください。 
 

3. 「タイムアウト」の項目で、eco PDUデバイスがRADIUSサーバーの応答を

待機してからタイムアウトするまでの時間を秒単位で設定してください。 
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4. 「再試行回数」の項目で、RADIUSサーバーへの接続試行に許可される再

試行回数を設定してください。 

5. 「共有シークレット」の項目で、eco PDUデバイスとRADIUSサーバー間の

認証に使用する文字列を入力します。 

6. RADIUSサーバーで、各ユーザーのエントリーを次のように設定してくださ

い： 

su/xxxx  （su/administrator または su/user） 

 

「xxxx」の部分は、eco PDUでアカウントを作成した際にユーザーに与えら

れたユーザーネームに置き換えてください。ユーザーのアクセス権は、eco 

PDUデバイスに割り当てられたアクセス権でもあります（p.46「ユーザー情報」

を参照してください）。 

 

注意： 

su/userはポートの参照のみをサポートします。su/administratorはすべての

eco PDU機能をサポートします。 
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プライベート証明書 

SSL接続でログインすると、ユーザーが意図するサイトにログインしようとして

いるかどうかを検証するために署名済み証明書が使われます。デフォルトの

ATEN証明書を使うのではなく、このセクションで自分のプライベート暗号キーと

署名済み証明書を使うように設定することで、セキュリティーを強化することがで

きます。 

 
 

プライベート証明書の作成方法には、自己署名された証明書を作成する方法

と、サードパーティーの証明局(CA)によって署名された証明書をインポートする

方法の2つの方法があります。 

自己署名済み証明書の作成 

独自の自己署名証明書を作成する場合は、無料ユーティリティー

（openssl.exe） がWeb経由でダウンロード可能です。 

CA署名済みSSLサーバー証明書の取得 

セキュリティーを強化するために、サードパーティーの認証局(CA)によって

署名された証明書を使うことを推奨します。サードパーティーによって署名さ

れた証明書を取得する場合は、認証局のWebサイトにアクセスし、SSL証明

書を申請してください。CAから証明書が送られてきたら、お使いのコンピュー

ターのハードディスクドライブの適当なフォルダーに保存してください。 
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プライベート証明書のインポート 

プライベート証明書をインポートする場合は、下記の手順に従って操作し

てください： 

1. 「プライベートキー」の右側にある「参照」をクリックし、プライベートキーの

ファイルがある場所を参照して選択してください。 

2. 「証明書」の右側にある「参照」をクリックし、証明書ファイルがある場所を

参照して選択してください。 

3. 「アップロード」ボタンをクリックして操作を完了してください。 

 

注意： 

1. 「デフォルトのリストア」をクリックすると、デバイスがデフォルトのATEN

証明書に戻ります。 

2. プライベート暗号キーおよび署名済証明書は同時にインポートしてくだ

さい。 

 

この画面で項目への入力・設定が完了したら、「保存」ボタンをクリックして

ください。 
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PDU 

PDUタブは、eco PDUのファームウェアのアップグレード、およびデバイス

の構成設定のバックアップと復元に使用されます。 

 

ファームウェアファイル 

「メンテナンス」タブをクリックすると、「ファームウェアアップグレード」メニュ

ー画面が表示され、以下のように表示されます： 

 

このパネルに表示される項目の説明を以下の表に示します： 
 

項目 説明 

メインファームウェア

バージョンの確認 

「メインファームウェアバージョンを確認する」を有効にすると、eco PDUの現在

のファームウェアレベルがアップグレードファイルのものと比較されます。2つの

バージョンが同じ、もしくは現在使用しているファームウェアのバージョンの方

が新しい場合、状況を通知するポップアップメッセージが表示され、アップグレ

ードが中断されます。 

名前 すべてのeco PDUデバイスを一覧表示します。クリックすると、ファームウェアを

アップグレードするデバイスのチェックボックスにチェックが入ります。 

F/Wバージョン eco PDUの現在のファームウェアバージョンを表示します。 

ファイル名 新しいバージョンのファームウェアが利用可能になると、弊社のWebサイトに掲

載され、お使いのコンピューターの都合の良い場所にダウンロードできます。

「参照」ボタンをクリックすると、ダウンロードしたアップグレードファイルを選択し

ます。 

アップグレード 選択したデバイスのファームウェアをアップグレードするには、このボタンをクリッ

クしてください。 
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 ファームウェアのアップグレード 

ファームウェアをアップグレードするには、前ページのスクリーンショットを

参照しながら、次の手順に従って操作を行ってください： 

1. 弊社のWebサイトに移動し、新しいファームウェアファイルをコンピューター

の都合の良い場所にダウンロードしてください。Zipファイルを解凍します。 

2. 「参照」ボタンをクリックし、ファームウェアファイルがある場所に移動して

解凍したファイルを選択してください。 

3. 「アップグレード」ボタンをクリックし、アップグレードを実行してください。 

 「メインファームウェアのバージョンを確認する」の項目にチェックが

入っていると、現在使用しているファームウェアとインストールしよう

としているファームウェアファイルとの間でバージョンの比較を行いま

す。2つのバージョンが同じ、もしくは現在使用しているファームウェ

アのバージョンの方が新しい場合、状況を通知するポップアップメッ

セージが表示され、アップグレードが中断されます。 

 「メインファームウェアのバージョンを確認する」の項目にチェックが

入っていない場合は、バージョンの比較を行うことなくファームウェア

のアップグレードを行います。 

 アップグレードに成功すると、製品本体がリセットされます。 

4. 製品本体に再度ログインし、ファームウェアのバージョン情報が更新され

ていることを確認してください。 

 

 ファームウェアアップグレードのリカバリー 

eco PDUのファームウェアアップグレード手順が失敗し、PDU本体が使用で

きなくなった場合、次のファームウェアアップグレードリカバリー手順によって問

題が解決されます： 

1. PDU本体の電源を切ってください。 

2. リセットボタンを押したままにしてください（p.13参照）。 

3. リセットボタンを押したまま、PDUの電源を入れてください。 

これにより、工場出荷時にインストールされていた元のメインファームウェ
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アバージョンが使用されます。製品本体が動作可能になると、メインファー

ムウェアのアップグレードを再試行できます。 

 

バックアップ/リストア 

メニューバーの「バックアップ/リストア」を選択すると、製品本体の設定とユー

ザープロファイル情報をバックアップすることができます： 

 

バックアップ 

デバイスの設定のバックアップを作成する場合は、以下の手順で操作して

ください。 

1. 「パスワード」の項目に、ファイルの復元に必要となるパスワードを入力

してください。 

 

注意： 

パスワードの入力はオプションです。パスワードを入力する場合は、ファ

イルを復元できるようにする必要があるため、メモを取っておいてくださ

い。 
 

2. 「保存」をクリックしてください。 

3. ブラウザーからファイルの保存方法を問うダイアログが表示された場合

は、「保存」を選択し、お使いのコンピューターのドライブの適当な場所に

保存してください。 

 

リストア 

バックアップの内容をリストアする場合は、以下の手順で操作してくださ

い。 

1. 「参照...」ボタンをクリックし、バックアップファイルが保存されているフォル

ダーを選択してください。 

 

注意： 

デフォルト設定のファイル名を変更しても、新しい名前でそのまま
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お使いいただけます。元の名前に変更する必要はありません。 
 

2. 「パスワード」の欄で、ファイルの保存に使用したのと同じパスワードを

入力してください。 

 

注意： 

バックアップファイルの作成時にパスワードを設定しなかった場合は、

この手順を省略できます。 
 

3. ファイルに保存された内容のうち、リストアしたい項目にチェックを入れ

てください（複数選択可）。 

4. 「リストア」ボタンをクリックしてください。 

ファイルがリストアされると、処理に成功したという内容のメッセージが

表示されます。 
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付録 

 

安全にお使いいただくために 

全般 

 本製品は、屋内での使用に限ります。 

 製品に同梱されるドキュメントは全てお読みください。またドキュメント類は

全て保存してください。 

 また、弊社Webサイトに掲載のオンラインユーザーマニュアルもご確認くだ

さい。 

 落下による事故・製品の破損を防ぐため、設置場所は不安定な面(台車、

簡易的なスタンドやテーブル等)を避けるようにしてください。装置が落下

すると、深刻な損傷が生じます。 

 製品が水に濡れるおそれのあるような場所で使用しないでください。 

 製品は熱源の近く、またはその熱源の上などで使用しないでください。 

 製品のケースには必要に応じて通気口が設けられています。通気口のあ

る製品は、安定した運用を行うため、また製品の過熱を防ぐために、開口

部を塞いだり覆ったりしないでください。 

 製品をベッドやソファ、ラグなどの柔らかいものの上に置かないでくださ

い。開口部が塞がれ、適切な通気が確保できずに製品が過熱するおそれ

があります。 

 製品にいかなる液体もかからないようにしてください。 

 電源プラグを電源コンセントから抜く場合は、乾いた雑巾でプラグ周りの

ホコリを掃除してください。液体やスプレー式のクリーナーは使用しないで

ください。お手入れには、湿らせて固く絞った布を使用してください。 

 製品はラベルに記載されたタイプの電源に接続して運用してください。

電源タイプについて不明な場合は、購入された販売店もしくは電気事

業者にお問い合わせください。 
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 お使いの装置への損傷を避けるためにも、すべての装置を適切に接地する

ようにしてください。 

 製品付属の電源ケーブルは安全のために3ピンタイプのプラグを使用して

います。これは安全性の特徴です。電源コンセントの形状が異なりプラグを

接続できない場合には電気事業者に問い合わせて適切に処置してくださ

い。アース極を無理に使用できない状態にしないでください。使用される国/

地域の電源形状に従ってください。 

 電源の延長コードや電源タップを使用する場合は、合計容量とコードまた

はタップの仕様が適合していることを確認してください。電源コンセントにつ

ながれている製品全ての合計アンペア数は15アンペアを超えないようにし

てください。 

 デバイスはコンセントの近くに設置し、切断装置(電源接続器)にすぐに手が

届くようにしてください。 

 電源コードやケーブルの上に物を置かないでください。人が通行するような

場所を避けて電源コードを設置してください。 

 突然の供給電力不安定や電力過剰・電力不足からお使いのシステムを守

るために、サージサプレッサー、ラインコンディショナー、または無停電電源

装置(UPS)をご使用ください。 

 システムケーブルや電源ケーブルは丁寧に取り扱ってください。これらのケ

ーブル類の上には何も置かないようにしてください。 

 ホットプラグ対応電源装置に電源を接続または切断する場合は、次のガイ

ドラインに従ってください： 

 電源ケーブルを接続する前に、パワーサプライのセットアップを行ってく

ださい。 

 パワーサプライを取り外す前に電源ケーブルを抜いてください。 

 お使いのシステムが複数のパワーサプライをお使いである場合、パワ

ーサプライからすべての電源ケーブルを抜いてお使いのシステムから

切り離してください。 

 危険な電源ポイントへの接触やショートによって、発火したり感電したりす

るおそれがありますので、キャビネットの空きスロット等に押し込まないよう
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にしてください。 

 装置をご自身で修理せず、ご不明な点がございましたら技術サポートまで

ご相談ください。すべての保守については、適格な保守担当者に問い合わ

せてください。 

 下記の現象が発生した場合、コンセントからはずして技術サポートに修理

を依頼してください。 

 電源コードが破損した。 

 装置の上に液体をこぼした。 

 装置が雨や水にぬれた。 

 装置を誤って落下させた、ないしはキャビネットが破損した。 

 装置の動作に異変が見られる。(修理が必要です) 

 製品マニュアルに従って操作しているにもかかわらず、正常に動作しな

い。 

 修理が必要となる故障が発生するおそれがありますので、製品マニュア

ルに従って操作してください。他のコントロールの不適切な調整は、修理

する資格のある技術者による広範な作業を必要とする損傷をもたらす可

能性があります。 

 「Sensor」と書かれたRJ-11コネクターを公衆通信網に接続しないようにし

てください。 
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ラックへのマウント 

 ラックでの作業を始める前に、スタビライザーがラックに固定され床に接して

いること、また、ラック全体が安定した場所に置かれていることを確認してく

ださい。作業する前に、シングルラックにフロントとサイドのスタビライザーを

取り付けるか、結合された複数のラックにフロントスタビライザーを取り付け

てください。 

 ラックには下から上に向かって、一番重いアイテムから順番に取り付けてく

ださい。 

 デバイスを拡張する前にラックが水平で安定していることを確認してくださ

い。 

 デバイスレールのリリース用ラッチを押しながらデバイスをスライドさせてラ

ックに出し入れする際にはスライドレールに指を挟まないようにご注意くださ

い。 

 デバイスがラックに挿入されたら、慎重にレールをロックする位置までスライ

ドしてください。 

 ラックに供給するAC電源の分岐回路が過剰供給にならないようご注意くだ

さい。ラック全体の電源負荷は分岐回路の80%を越えないように設定する必

要があります。 

 ラックにマウントされたデバイスは、電源タップも含め、すべて正しく接地さ

れていることを確認してください。 

 ラックへの通気を十分に確保してください。 

 本製品で定められている保管温度を超えないように、ラックが設置されてい

る場所の室温を調節してください。 

 ラックに設置されているデバイスが動作している際に、デバイスを踏んだり

デバイスによじ登ったりしないでください。 
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eco PDUの主電源コード 

このパッケージに付属する電源コードを使用してください。同梱の電源コー

ドを交換する必要がある場合は、必ず付属の電源コードと同じ規格の電源コ

ードを使用してください。 

 

電源ケーブルの固定 

eco PDUの電源コンセントにケーブルを固定するには、eco PDUと

連携するよう特別に設計されたATENケーブル抜け防止ホルダー

のみを使用してください。その他のケーブル固定用デバイスを使用

することは非常に危険です。 

ATENケーブル抜け防止ホルダーについては、ATEN販売店にお問い合わせく

ださい。 
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IPアドレスの設定 

初めてログインするアドミニストレーターの場合は、ユーザーが接続できる

IPアドレスを付与するために、eco PDUにアクセスする必要があります。設定

方法は全部で2種類ありますが、どの方法でも設定に使用するコンピューター

はeco PDUと同一のネットワークセグメントにセットアップされていなければな

りません。機器に接続しログインすると、製品本体に固定IPアドレスを設定す

ることができます（p.49「通知設定」参照）。 

 

方法1： 

Windowsを実行しているコンピューターの場合、IPアドレスは、IPインスト

ーラーユーティリティーで決定および/または割り当てることができます。ユ

ーティリティーは、弊社ホームページのダウンロードページまたはソフトウェ

アCDから入手できます。ダウンロードページの「ドライバー&ソフトウェア」の

リストから、お使いの機器の型番を選択してください。インストーラーを使い

のコンピューターにダウンロードしたら、以下の手順に従ってアドレスを設定

してください。 

1. ダウンロードしたファイル「IPInstaller.zip」を、お使いのコンピューター上

の適当なフォルダーに解凍してください。 

2. 手順1でIPインストーラーを解凍したフォルダーに移動し、IPインストーラー

の実行ファイル(IPInstaller.exe)を起動してください。そうすると、次のような

ダイアログボックスが表示されます。 
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3. デバイスリストでデバイスを選択してください。 

 

注意： 

1. リストに何も表示されない、また、対象となるユニットが表示され

ない場合は、「一覧表示」をクリックして、「デバイス一覧」を更新

してください。 

2. リストに複数のデバイスがある場合は、MACアドレスを使用して

目的のデバイスを選択してください。eco PDUのMACアドレスは、

製品本体底面に貼られているラベルに記載されています。 

4. DHCPを使ってIPアドレスを自動的に取得する場合は「IPアドレスを自動

的に取得する（DHCP）」を、固定IPアドレスを設定する場合は「IPアドレス

を指定する」をそれぞれ選択してください。後者を選択した場合は、製品

がセットアップされているネットワークで有効なIPアドレス、サブネットマス

ク、ゲートウェイをそれぞれ該当欄に入力してください。 

5. 「IPを設定」ボタンをクリックしてください。 

6. デバイスリストにIPアドレスが表示されたら、「終了」をクリックしてプログラ

ムを終了してください。 
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方法2： 

1. お使いのコンピューターのIPアドレスを「192.168.0.XXX」に設定してくださ

い。 

ここで、XXXは、60(192.168.0.60)を除く任意の番号または番号を表します

（「192.168.0.60」は、eco PDUのデフォルトアドレスです）。 

2. Webブラウザーのアドレスバーに、機器のデフォルトIPアドレス

（192.168.0.60）を指定すると、接続できるようになります。 

3. デバイスに固定IPアドレスを割り当ててください（p.53「IPv4設定」参照）。

これは、デバイスが存在するネットワークセグメントに適しています。 

4. ログアウトしたら、手順1で設定を変更したコンピューターのIPアドレスを

元の値に戻しておいてください。 

5. ログインしたら、ネットワーク設定に移動して、永続的なIP環境を設定して

ください（p.53「IPv4設定」参照）。 

 

方法3： 

eco DCでは、PDUデバイスを設定し、接続されている装置の電源ステータ

スを監視するために、IPアドレスを決定/割り当てることができます。eco DC

は、ATEN Webサイトのダウンロードページから入手できます。 
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仕様 

 

PE5108A / PE5208A / PE7108A / PE7208A 

 

機能 PE5108A/PE7108A PE5208A/PE7208A 

電源 

アウトレット 
ダイレクト 8 

コネクター 

電源インレット IEC320C20×1 

電源 

アウトレット 

NEMA NEMA5-15R×8 NEMA5-20R×8 

IEC N/A 

センサー RJ-11×2 

LAN RJ-45(F)×1 

LED 

アウトレットの状態 N/A 

選択 1桁7セグメント（Orange） 

PDU電流/アウトレット

電流/IPアドレス 
3（Green） 

電流/IPアドレス 3桁7セグメント（Orange） 

電源 1（Blue） 

LAN 
10/100M 1（Orange/Green） 

リンク 1（Green） 

センサー 2（Green） 

スイッチ 
リセット ピンホール型スイッチ×1 

電源 ノーヒューズブレーカー×1 

電源仕様 100-120V～、50/60Hz、12A 100-120V～、50/60Hz、16A 

負荷容量 1440W 1920W 

最大出力電流 
ポート単位 100-120V～、50/60Hz、12A 100-120V～、50/60Hz、16A 

合計 100-120V～、50/60Hz、12A 100-120V～、50/60Hz、16A 

動作環境 

動作温度 0～50℃ 

保管温度 -20～60℃ 

湿度 0～80%RH、結露なきこと 

ケース 

ケース材料 メタル 

重量 2.63kg/2.68kg 2.64kg/2.69kg 

サイズ(W×D×H) 432.4×219.3×44.0mm 
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PE5108B / PE5208B / PE7108B / PE7208B 

 

機能 PE5108B/PE7108B PE5208B/PE7208B 

電源 

アウトレット 
ダイレクト 8 

コネクター 

電源インレット IEC320C20×1 

電源 

アウトレット 

NEMA N/A 

IEC IEC320C13×8 

IEC320C13×7 

（ポート2～8）、 

C19×1（ポート1） 

センサー RJ-11×2 

LAN RJ-45(F)×1 

LED 

アウトレットの状態 N/A 

選択 1桁7セグメント（Orange） 

PDU電流/アウトレット電流

/IPアドレス 
3（Green） 

電流/IPアドレス 3桁7セグメント（Orange） 

電源 1（Blue） 

LAN 
10/100M  

リンク 1（Green） 

センサー 2（Green） 

スイッチ 
リセット ピンホール型スイッチ×1 

電源 ノーヒューズブレーカー×1 

電源仕様 100-240V～、50/60Hz、12A 100-240V～、50/60Hz、16A 

負荷容量 2880W 3840W 

最大 

出力電流 

ポート単位 
C13 100-240V～、50/60Hz、12A 

C19 N/A 100-240V～、50/60Hz、16A 

合計 100-240V～、50/60Hz、12A 100-240V～、50/60Hz、16A 

動作環境 

動作温度 0～50℃ 

保管温度 -20～60℃ 

湿度 0～80%RH、結露なきこと 

ケース 

ケース材料 メタル 

重量 2.70kg/2.73kg 2.71kg/2.74kg 

サイズ(W×D×H) 432.4×219.3×44.0mm 
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PE5108G / PE5208G / PE7108G / PE7208G 

 

機能 PE5108G/PE7108G PE5208G/PE7208G 

電源 

アウトレット 
ダイレクト 8 

コネクター 

電源インレット IEC320C20×1 

電源 

アウトレット 

NEMA N/A 

IEC IEC320C13×8 
IEC320C13×7（ポート2～8）、 

C19×1（ポート1） 

センサー RJ-11×2 

LAN RJ-45(F)×1 

LED 

アウトレットの状態 N/A 

選択 1桁7セグメント（Orange） 

PDU電流/アウトレット

電流/IPアドレス 
3（Green） 

電流/IPアドレス 3桁7セグメント（Orange） 

電源 1（Blue） 

LAN 
10/100M 1（Orange/Green） 

リンク 1（Green） 

センサー 2（Green） 

スイッチ 
リセット ピンホール型スイッチ×1 

電源 ノーヒューズブレーカー×1 

電源仕様 100-240V～;50/60Hz;10A 100-240V～、50/60Hz、16A 

負荷容量 2400W 3840W 

最大出力電流 
ポート単位 

C13 100-240V、50/60Hz、10A 

C19 N/A 100-240V～、50/60Hz、16A 

合計 100-240V～、50/60Hz、10A 100-240V～、50/60Hz、16A 

動作環境 

動作温度 0～50℃ 

保管温度 -20～60℃ 

湿度 0～80%RH、結露なきこと 

ケース 

ケース材料 メタル 

重量 2.70kg/2.72kg 2.71kg/2.74kg 

サイズ(W×D×H) 432.4×219.3×44.0mm 
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PE6108A / PE6208A / PE8108A / PE8208A 

 

機能 PE6108A/PE8108A PE6208A/PE8208A 

電源 

アウトレット 
ダイレクト 8 

コネクター 

電源インレット IEC320C20×1 

電源 

アウトレット 

NEMA NEMA5-15R×8 NEMA5-20R×8 

IEC N/A 

センサー RJ-11×2 

LAN RJ-45(F)×1 

LED 

アウトレットの状態 8（Orange） 

選択 1桁7セグメント（Orange） 

PDU電流/アウトレット

電流/IPアドレス 
3（Green） 

電流/IPアドレス 3桁7セグメント（Orange） 

電源 1（Blue） 

LAN 
10/100M 1（Orange/Green） 

リンク 1（Green） 

センサー 2（Green） 

スイッチ 
リセット ピンホール型スイッチ×1 

電源 ノーヒューズブレーカー×1 

電源仕様 100-120V～、50/60Hz、12A 100-120V～、50/60Hz、16A 

負荷容量 1440W 1920W 

最大 

出力電流 

ポート単位 100-120V～、50/60Hz、12A 100-120V～、50/60Hz、16A 

合計 100-120V～、50/60Hz、12A 100-120V～、50/60Hz、16A 

動作環境 

動作温度 0～50℃ 

保管温度 -20～60℃ 

湿度 0～80%RH、結露なきこと 

ケース 

ケース材料 メタル 

重量 2.77kg/2.80kg 2.77kg/2.82kg 

サイズ(W×D×H) 432.4×219.3×44.0mm 
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PE6108B / PE6208B / PE8108B / PE8208B 

 

機能 PE6108B/PE8108B PE6208B/PE8208B 

電源 

アウトレット 
ダイレクト 8 

コネクター 

電源インレット IEC320C20×1 

電源 

アウトレット 

NEMA N/A 

IEC IEC320C13×8 
IEC320C13×7（ポート2～8）、 

C19×1（ポート1） 

センサー RJ-11×2 

LAN RJ-45(F)×1 

LED 

アウトレットの状態 8（Orange） 

選択 1桁7セグメント（Orange） 

PDU電流/アウトレット

電流/IPアドレス 
3（Green） 

電流/IPアドレス 3桁7セグメント（Orange） 

電源 1（Blue） 

LAN 
10/100M 1（Orange/Green） 

リンク 1（Green） 

センサー 2（Green） 

スイッチ 
リセット ピンホール型スイッチ×1 

電源 ノーヒューズブレーカー×1 

電源仕様 100-240V～、50/60Hz、12A 100-240V～、50/60Hz、16A 

負荷容量 2880W 3840W 

最大出力電流 

ポート 

単位 

C13 100-240V、50/60Hz、12A 

C19 N/A 100-240V～、50/60Hz、16A 

合計 100-240V～、50/60Hz、12A 100-240V～、50/60Hz、16A 

動作環境 

動作温度 0～50℃ 

保管温度 -20～60℃ 

湿度 0～80%RH、結露なきこと 

ケース 

ケース材料 メタル 

重量 2.82kg/2.87kg 2.79kg/2.87kg 

サイズ(W×D×H) 432.4×219.3×44.0mm 
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PE6108G / PE6208G / PE8108G / PE8208G 

 

機能 PE6108G/PE8108G PE6208G/PE8208G 

電源 

アウトレット 
ダイレクト 8 

コネクター 

電源インレット IEC320C20×1 

電源 

アウトレット 

NEMA N/A 

IEC IEC320C13×8 
IEC320C13×7（ポート2～8）、 

C19×1（ポート1） 

センサー RJ-11×2 

LAN RJ-45(F)×1 

LED 

アウトレットの状態 8（Orange） 

選択 1桁7セグメント（Orange） 

PDU電流/アウトレット

電流/IPアドレス 
3（Green） 

電流/IPアドレス 3桁7セグメント（Orange） 

電源 1（Blue） 

リンク 1（Green） 

LAN 1（Orange/Green） 

センサー 2（Green） 

スイッチ 
リセット ピンホール型スイッチ×1 

電源 ノーヒューズブレーカー×1 

電源仕様 100-240V～;50/60Hz;10A 100-240V～、50/60Hz、16A 

負荷容量 2400W 3840W 

最大出力電流 

ポート 

単位 

C13 100-240V、50/60Hz、10A 

C19 N/A 100-240V～、50/60Hz、16A 

合計 100-240V～、50/60Hz,10A 100-240V～、50/60Hz、16A 

動作環境 

動作温度 0～50℃ 

保管温度 -20～60℃ 

湿度 0～80%RH、結露なきこと 

ケース 

ケース材料 メタル 

重量 2.82kg/2.87kg 2.79kg/2.87kg 

サイズ(W×D×H) 432.4×200×44.0mm 
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アドミニストレーターでログインできない場合 

（ユーザーネームとパスワードの情報が破損している、忘れてしまったなど

の理由で）アドミニストレーターとしてログインを実行できない場合、次の手順

でログイン情報を消去できます： 

1. eco PDUの電源を切ったら、本体のケースを取り外してください。 

2. J6（PIN10、PIN9）とラベルの付いたジャンパーをショートさせてください。 

 

3. eco PDUの電源を入れてください。 

4. 1桁7セグメント表示器に「P」が表示されたら、製品本体の電源を切ってくだ

さい。 

5. J6からジャンパーキャップを取り外してください。 

6. ケースを元に戻し、eco PDUに電源を入れてください。 

起動後、デフォルトのユーザーネームとパスワードを使用してログインでき

ます。 
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